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県立総合教育センター 
 
研究主事 渡久地 伸一 

美術科における「授業実践例」 

 

 

授業計画案（１） 

 

～「デッサン」編～ 

（作成者）総合教育センター：渡久地伸一 



授業計画書 (事例)１－１ 
題材名 （２・３年） 

「想像を広げ表そう」 

～デッサン（素描）～ 

（表現と鑑賞） 

（２時間） 

設定理由（教師の思い） 

① 造形的な視点で観たり感じたり、想像し描いたり、鑑賞した

りすることで、見方・感じ方を深める。 

② 描く対象物の「持ち主」の心情や意図することを感性や想像

力を働かせながら、絵や文字で表することで新たな意味や

価値をつくりだす。 

身に付けてほしいこと(具体的に) 

・目に見えない「対象物」を触感を手がかりに、ものの形や色などの特徴

を想像力を働かせながら表現することができる。 

・自分の思いや考えを他者へ伝えることができる。 

・他者の意見や考え、思いから自分なりの新たな意味や価値をつくりだす

ことができる。 

学 

習 

目 

標 

(1)知識・技能 

 

・触感を手がかりに造形的な視点で「対象物」全体のイメージを捉えることを理解している。 

 

(2)思考・判断 

・表現 

・対象から感じ取った形や色、量、材質感などの特徴を想像したことを基に主題を生み出し、創造的に表現しようと工夫している。 

・作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなどして、見方や感じ方を広げている。 

(3)主体的に学習に取 

り組む態度 

・条件を踏まえて、意欲的に表現活動や鑑賞活動ができる。 

 

豊かな心・人間性 

・見方考え方 

他者の心情や意図することを考え表現することで創造活動の喜びを感じろうとしている。 

目標 身に付けるためのてだて  共通事項の手だて（共通） 評価方法 評価規準（Ｂ）（おおむね満足できる） 

(1) 

知識 

・ 

技能 

・画面構成の工夫 

・影（明暗）をつけたり、色をつけて表現してもよい。 

 

・制作後作品を観る 

 

 

 

 

・形の取り方や影（明暗）の表し方など

工夫や表現したい意図が感じられる。 

(2) 
思考 

・ 

判断 

・ 

表現 

・「対象物」と「持ち主」の関連性を想像させる。 

・想像の中で物語や「持ち主」の心情、思いなどを考える。 

・他の生徒の作品からものの捉え方や表し方、全体のイメージや作風、などを

読み取れる 

 

・制作後作品を観る 

・ワークシートの記入後確

認する 

 

 

・対象物の画面への取り入れ方（構図）

について意味を考えて決めている。 

・他の作品から意味を読み取ろうとし

ている。 

(3) 
主体的
に学習
に取り
組む態
度 

・条件の説明を丁寧に行うことで、課題に向かう態度を育成する。 

・制作時間を明確にすることで時間内の作業をめざす。 

 

・行動観察 

・発言やワークシートの記

入後確認する 

・見通しを立て調整しながら活動しよ

うとしている。 

・鑑賞時も静かに活動している 

この授業を通して身に付けたいこと（豊かな心・人間性） 

（感性・思いやりなどよい点・可能性） 

とその身に付けるためのてだてと見取りの方法 （個人内評価） 

・目に見えない「対象物」を触感を手がかりに、想像し描きながら自己表現することで、創造の喜びや表現、その意図や考

え方を深める。 

・持ち主の心情や思いを想像することで、ものの見方や考え方、他者理解を深める。 



授業展開（案）１－２ 
時間 教師の動き 評価・ 注意事項 生徒の動き 

１時間目 

導入（10 分） 

 

 

 

展開（30 分） 

 

 

 

 

振り返り 

（5 分） 

 

片付け（５分） 

 

・注意：中身を誰にも見せないように促す。 

・袋に入った「対象物」を全生徒分回収する。 

・めあての提示「伝え合うことから・・・」 

・本時の課題、条件を説明 

・A4 サイズの白紙を配布 

 

・指示：制作時間（３０分） 

    ↓ ※机間指導（アドバイス）・声かけ 

・指示：ワークシートに本時の振り返りを記入させる。 

次回予告（教科書・ファイル・筆記用具持参） 

 

 

・聞く態度（静かに聞く） 

 

 

 

・静かに「表現活動」を行う 

 

・個人内評価（机間指導） 

 

・静かに「振り返り」を行う 

（※２～３名発表） 

・聞く態度（静かに聞く） 

・持参してきた「対象物」を袋に入れ、準備す

る。（注意：中身を誰にも見せない） 

・袋に入った「対象物」を教師へ提出する。 

・本時のめあてを確認 

（各自ワークシートに記入する） 

 

・制作時間（３０分） 

 

    ↓ 

・ワークシートに本時の振り返りを記入する。 

次回予告（教科書・ファイル・筆記用具持参） 

２時間目 

導入（10 分） 

 

 

展開（30 分） 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 

（5 分） 

 

片付け（５分） 

 

・前時の作品を配布する。 

・めあての提示「伝え合うことから・・・」 

・本時の課題、鑑賞するマナーや条件を説明 

 

・「鑑賞活動」 

※各グループ（1 名×3 分程度） 6 名×3 分＝18 分 

  ・グループ内で発表する 

  ・発表を聞いて感じたことや思ったことなどを付箋紙

に記入させる➝発表者の作品に付箋紙を貼る 

 

 

・時間が余れば・・・ 

各グループで代表 1 名ずつ全体で発表する 

・めあての確認し本時の活動を通して学んだことや身につ

いたことを振り返りながらまとめる。 

・袋に入った「対象物」を生徒へ返却する。 

次回予告（教科書・ファイル・筆記用具持参） 

・聞く態度（静かに聞く） 

 

 

 

・静かに聞く 

 ↓ 

作品紹介時は表現意図とす

ることをしっかり伝える 

・ワークシート記入後に確

認す 

・前時の作品を受け取る 

・本時のめあてを確認 

（各自ワークシートに記入する） 

・鑑賞するマナーや条件を確認 

・鑑賞時間（３０分） 

※付箋紙によるコメント（感想）記入 

        ↓ 

周囲からの付箋紙を受け取り作品に

貼り付ける 

        ↓ 

   他者の意見について考える 

   見方、感じ方を深める 

 

・ワークシートに本時の振り返りを記入する。 

次回予告（教科書・ファイル・筆記用具持参） 

思考 態 知技 

態 

鑑 

思考 知技 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
       
       

    
   

      
     

    
      
      
     

    
       
      
      

    
     
     



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


